
屋内安全確保 浸水場所は気をつけて

災害から避難するタイミング
　風水害などの災害が発生し、家にとどまることが危険な状態になったときは、落ち着いてす
ばやく避難する必要があります。その際には、近所の一人暮らし高齢者世帯にも声をかけるな
どみんなで協力することが大切です。

避難に関する３つの情報

自らの判断で避難行動を～危険を感じたらすぐ避難しましょう

立ち退き避難と屋内安全確保
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風水害対策

ご自宅が浸水や土砂災害の
恐れがある場合は、避難す
るのに時間がかかる高齢者
などの要配慮者やその支援
者は避難をはじめます。

　災害の危険がせまって避難が必要になったときに、避難に関する情報が出されます。３種類の情報は状況に応じて
出され、情報に応じた避難が必要です。P26～P35の防災マップを見て、ご自宅が、東海豪雨実績や土砂災害警
戒区域に入っている場合は、警戒レベル4避難指示が発令されたら必ずその場所から避難しましょう。

警戒レベル4
避難指示

警戒レベル3
高齢者等避難

警戒レベル5
緊急安全確保

ご自宅が浸水や土砂災害の
恐れがある場合は、避難を
はじめます。

すでに安全な避難が出来ず、
とても危険です。今いる場所
よりも安全な場所へ直ちに
移動等をします。

避難するのに時間がかから
ない人も、避難の準備をは
じめたり、自主的に避難を
はじめます。

台風等により暴風が予想さ
れる場合は、暴風が吹き始
める前に避難をはじめます。

家から出ることで命が危険な
ときは、自宅内のより安全な
場所に避難します。

　近年、台風による大雨などにより逃げ遅れた人が被害を受けるケースが多くあります。とくに突発的な集中豪雨
では、避難に関する情報が間に合わないこともあるため、危険を感じたときには自分で判断し、避難行動をとる
必要があります。風水害では、事前に気象情報などを入手することができるため、正しい情報の入手と早めに
避難行動をとることがとても重要です。

　危険な状況での避難はできるだけ避け、安全の確保を第一に考えます。危険がせまっているときは、指定された
避難所への移動（立ち退き避難）だけでなく、近くの安全な建物などへの避難や、屋内のより安全な場所への移動
（屋内安全確保）が必要な場合もあります。

早めに安全な親せき・知人宅
へ避難

市が開設する各公民館や石ヶ瀬
会館へ避難

避難することが、かえって危険
なときは屋内安全確保

優先 優先 優先1 2 3

●夜間や急激な雨で避難路上の危険箇
　所がわかりにくい。
●ひざ上まで浸水している（50 センチ
　以上）。
●浸水は 20 センチ程度だが、水の流
　れがはやい。
●浸水は10センチ程度だが、用水路など
　の位置がわからず転落のおそれがある。

立ち退き避難 屋
内
安
全
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例えば
こんなとき

外へ出ることは危険です。自宅や近くの建物の２階
以上へ緊急的に一時避難し、救助を待つことも
対策です。

浸水した箇所がある場合には、長い棒を使って障害
物や溝、水路などに十分注意して歩きましょう。
危険と思ったら、無理な外出はひかえましょう。

●棒と毛布でつくる
　頑丈な棒2本と毛布を準備。広げた毛布の3分の1のところに棒
を置き、その棒を包むように毛布を折り返す。折り返した毛布のは
しに残る棒を置き、その棒を包むように残りの毛布を折り返す。

●棒と上着でつくる
　物干しざおや鉄パイプなど頑丈な棒2本
と、丈夫な上着（トレーナーなど）数着を
組み合わる。

おぼえておきたい「簡易担架のつくりかた」
かん     い     たん     か
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十分余裕をとる

　大府市では警報が発表された場合、各公民館と石ヶ瀬会館が災害対策支部となり、自主避難が可能となります。
災害対策支部ごとの避難所はP１４をご確認ください。
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